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        三恵バイオマス発電所悪臭騒⾳対策要望書   
 
１．要望の⽬的 
  近隣住⺠の健全な暮らしに多⼤な被害をもたらしているパーム油を燃料と 

したバイオマス発電所から発せられる悪臭と騒⾳に対し、その改善がなされ 
ないまま 3 年が経とうとしています。経済産業省や環境省のしかるべき⼈達 
が現場に来て頂きこれまで⾏われてきたこの問題につき詳細な調査をして頂 
きたい。そして資源エネルギー庁発⾏のガイドラインに書かれてある“地域住 
⺠の理解を得て”を無視して事業を⾏っている事業者の現状について正して頂 
き国⺠からの賦課⾦制度で維持されている再⽣可能エネルギー事業のあるべ 
き姿に戻して頂きたいと重ねてお願いします。 

 
２．⼈権侵害は許されません。 住⺠説明会での約束違反 
   2017 年 6 ⽉ 21 ⽇に発電事業者と地元⾃治会にて協定書を交わし、その第 
 1 条で協定書の⽬的として“近隣住⺠の健全で快適な環境保全に努める。”と 
 しました。協定書を締結後 2017 年 6 ⽉ 30 ⽇よりパーム油を燃料としてバイ 

オマス発電所が稼働開始しました。 
 

  2017 年 2 ⽉ 2 ⽇に事前に開かれた住⺠説明会では、防⾳壁の設置を要望し 
ましたが具体的な外壁の構造図を⽰され、屋外の騒⾳については 50 ㏈以下に 
出来ると表明されました。ただ稼働が始まると近接住宅地には 24 時間、昼夜 
を問わず重低⾳が響き渡り、市の環境部⾨との実地測定では 73 ㏈の⾳が出て 
いる事が判明しました。（2019 年 4 ⽉ 23 ⽇測定） 
 
 また、発電事業者からは、臭いは植物油特有の軽く⽢い感じの臭いで問題に 
はならないレベルとの説明でしたが⾵向きにより油が焦げたような耐え難い頭
痛と吐気をもよおす臭いを広範囲に漂わせています。臭気指数の測定では排気
⼝ 45、敷地境界 16 という結果からも臭気指数規制を採⽤している地⽅⾃治体
では出来ない事業である事も判明しました。 

福知⼭市には臭気指数規制が無い事を理由にやりたい放題です。 
 

 更に住⺠説明会で“近隣住⺠には迷惑を掛けない姿勢で進める”と説明があ 
りましたが国道 9 号線のそばである事や準⼯業地帯であることからもともと 
の騒⾳の規制値が⾼い事もあり、ぎりぎりで国や京都府の基準をクリヤーし 
ている事を強く主張され、この 2 年半、具体的な効果を感じられる改善には 
⾄っていません。すぐ上に位置する⻑⽥野⼯業団地は福知⼭市と事業者との 
間で環境協定が結ばれており、我々移住地の規制値よりも規制値が厳しく規 
定されており、同じ市⺠として発電所稼働前から⻑い間そこで⽣活して来た 
近隣住⺠として納得出来ません。 
 
 そのような中、住⺠の中には、睡眠不⾜、頭痛、吐き気、嘔吐等による精神 
的な苦痛が⽣じ精神不安定等の健康被害が出ています。強い頭痛により病院 



で診察を受けられている⽅は、処⽅される鎮静剤では効果が無く、医師からは
「引っ越すしかない」⾔われたが家を購⼊したばかりでそれも出来ず、昼間は⼩ 

さなお⼦様を連れて遠く離れて過ごす事を余儀なくされています。またイラ 
イラによるストレスから家族間のもめ事も増え、ここにはもう住めないと⾃ 
宅を売りに出される⽅も出て来ていますが、このような公害地区では住宅の 
買い⼿が付かないのが現実です。事業者は⾃分たちの営業の権利ばかりを主 
張され、想定外だった、協定書で交わした以前の状態に戻すことは会社を潰す 
ことになるので出来ないとか、健康被害をゼロには出来ないなど本来、国が 
補助をすべき再⽣可能エネルギー事業とは全くかけ離れた事業を展開されて 
います。 
 
 具体的な健康被害が出ている以上、早急に稼働を⼀旦停⽌し、悪臭・騒⾳ 
の改善を⾏いながら、住⺠と話し合いを進め、合意を得てから再稼働を⾏う 
よう事業者にご指導して頂きたい。私達住⺠は決して何も悪くありません。 
これまで幾度となく事業者からは“改善する”を繰り返され期待もしていまし 
たがもう我慢の限界を超えてしまいました。 
 

  最後に、FIT 法で国⺠から賦課⾦を徴収し、20 年間電⼒固定買取制度で保 
証されている事業として近隣住⺠の理解を得るどころか、住⺠説明会で嘘の 
説明をしてまで事業を⾏う事は許されない⾏為であると思います。 
 

この我々の指摘に対して事業者は住⺠説明会で⾔った事は認めましたが 
国の基準を満たしている以上住⺠説明会での⾔質をもって責任を問う事は出 
来ないと⾔われます。事業者の三恵観光（株）と設計施⼯会社の（株）ヨネダ、 
実質運営会社の（株）⽇本バイオディーゼル社の 3 社が説明会に来て近隣住 
⺠を前にして環境は悪化させないと表明された事は今更⾔い逃れ出来ないと 
考えています。 
 

  私達近隣住⺠は賦課⾦を徴収され、そこで発電された電気を使わされ、そこ 
 から発せられる悪臭と騒⾳で 24 時間 365 ⽇苦痛を与えられているこの現状に

ついて国として我々の⽣活環境の実態把握により改善を求めることはもとより、
資源エネルギー庁発⾏の事業計画ガイドラインが有名無実化している 
現状認識から単なる努⼒義務ではなく、事業者が責任と義務により近隣住⺠に
配慮して事業を⾏うような遵守事項に変えて頂き、このような事が⼆度と起こ
らないような仕組みに変えて頂きたいとお願いする次第です。 

 
  

以上 
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